
　
新
型
コ
ロ

ナ
は
、
感
染

者
の
8
割
が

無
症
状
〜
軽

症
で
、
2
割
が
重
症
化
し
、
5

％
が
死
亡
す
る
と
言
わ
れ
る
。

世
界
的
に
最
近
は
1
日
5
千

人
、
17
秒
に
1
人
死
亡
の
勢
い

で
あ
る
▼
コ
ロ
ナ
対
策
の
基
本

は
、
感
染
者
を
早
期
診
断
し
、

症
状
に
応
じ
て
隔
離
、
重
症
者

を
き
ち
ん
と
治
療
し
て
死
亡
を

減
ら
す
こ
と
に
尽
き
る
。
振
り

返
っ
て
み
る
と
、
京
都
府
で
も

3
月
末
か
ら
4
月
に
か
け
て
医

療
崩
壊
寸
前
で
あ
っ
た
。
府
は

当
初
、
感
染
症
病
床
38
床
、
結

核
病
床
89
床
計
1
3
7
床
確
保

し
た
と
い
う
も
、
実
際
は
受
け

入
れ
8
病
院
70
床
程
度
で
、
3

月
末
ま
で
は
何
と
か
陽
性
者
が

入
院
で
き
た
が
、
3
月
末
に
大

学
生
を
中
心
と
す
る
大
き
な
ク

ラ
ス
タ
ー
が
発
生
。
入
院
が
困

難
と
な
り
入
院
調
整
と
い
う
名

で
自
宅
待
機
が
始
ま
っ
た
▼
各

地
で
病
床
数
が
逼
迫
し
、
厚
労

省
は
4
月
3
日
、
軽
症
者
や
無

症
状
者
は
自
宅
な
ど
で
の
療
養

も
認
め
る
方
針
に
転
換
。
4
月

12
日
頃
に
は
入
院
73
、
自
宅
待

機
73
と
同
数
に
な
っ
て
い
る
。

4
月
15
日
か
ら
平
安
ホ
テ
ル
の

運
用
を
開
始
、
受
け
入
れ
病
院

も
増
え
、
5
月
以
降
新
規
発
生

も
緩
や
か
に
な
り
何
と
か
し
の

げ
た
の
が
実
情
で
あ
る
▼
一

方
、
発
熱
や
呼
吸
苦
の
救
急
患

者
の
搬
送
先
が
決
ま
ら
な
い

「
た
ら
い
回
し
（
4
回
以
上
照

会
）」
件
数
も
京
都
市
で
は
4

月
49
件
と
前
年
8
件
か
ら
6
倍

に
増
え
、
救
急
医
療
の
崩
壊
と

言
え
る
。
感
染
が
ぶ
り
返
し
た

現
在
、
先
手
を
打
つ
コ
ロ
ナ
の

診
断
体
制
、
救
急
体
制
、
症
状

に
応
じ
た
入
院
体
制
を
再
構
築

す
る
必
要
が
あ
る
。 

（
彦
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
禍

は
落
ち
着
き
を
見

せ
た
か
と
思
っ
て

い
た
が
、
東
京
都

で
は
感
染
者
数
が

増
加
。
京
都
府
も

桁
こ
そ
違
え
ど
、
増
加
傾
向
に

変
わ
り
は
な
い
。
今
後
第
2

波
、
第
3
波
も
予
想
さ
れ
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
）
の
主
戦
場
に
な
っ
て
い
る

病
院
関
係
者
に
感
謝
し
た
い
。

こ
れ
ら
の
病
院
を
支
え
る
た

め
、
地
域
の
医
院
な
ど
も
頑

張
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
協
会

が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

も
、
外
来
患
者
数
の
減
少
に
よ

り
経
営
に
非
常
に
厳
し
い
影
響

を
受
け
て
い
る
こ
と
が
判
明
し

た
。
日
々
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

-
19
と

闘
っ
て
い
る
こ
と
で
、
患
者
の

受
診
控
え
が
起
こ
る
と
い
う
悪

循
環
に
陥
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
医
院
、
病
院
の
別

な
く
だ
。
こ
の
状
態
が
続
け

ば
、
地
域
医
療
が
崩
壊
し
て
し

ま
う
可
能
性
も
否
定
で
き
な

い
。
協
会
は
、
こ
の
状
況
を
憂

慮
し
地
域
医
療
を
守
る
た
め
減

収
分
の
補
填
を
政
府
に
要
望
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
加
え
て
、
現
在
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
行
政
か
ら
の
給
付

金
・
助
成
金
の
主
な
も
の
に
つ

い
て
紹
介
す
る
。
た
だ
し
、
取

り
扱
い
に
つ
い
て
は
検
討
中
が

多
い
。
実
際
の
申
請
手
続
き
の

方
法
な
ど
が
分
か
り
次
第
、
お

知
ら
せ
す
る
。

　
①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
緊
急
包
括
支
援
交
付
金
：

厚
労
省
の
管
轄
の
交
付
金
で
あ

る
が
、
2
0
2
0
年
4
月
1
日

以
降
の
感
染
拡
大
防
止
対
策
等

の
補
助
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

4
月
以
降
な
の
で
3
月
ま
で
に

か
か
っ
た
費
用
は
対
象
外
に
な

る
。
申
請
受
付
は
現
在
検
討
中

と
な
っ
て
い
る
②
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
従
事
者

慰
労
金
：
こ
れ
も
厚
労
省
の
所

管
で
あ
る
。
名
称
通
り
の
趣
旨

の
交
付
金
で
あ
る
。
7
月
17
日

時
点
で
は
大
分
県
が
全
国
に
先

が
け
て
詳
細
を
発
表
し
て
い
る

が
、
京
都
府
で
は
検
討
中
③
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
支
援
金
：
京
都
市
が
「
支
え

合
い
基
金
」
な
ど
を
活
用
し
て

支
給
す
る
予
定
④
持
続
化
給
付

金
：
経
済
産
業
省
の
所
管
。
売

り
上
げ
が
前
年
同
月
比
50
％
以

上
減
少
し
た
事
業
者
に
給
付
さ

れ
る
。
す
で
に
ウ
ェ
ブ
上
で
受

付
中
―
。

　
ま
た
、
協
会
で
も
医
療
経
営

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
行
い
た
い

と
、
運
転
資
金
（
京
都
銀
行
取

り
扱
い
）
で
の
協
会
手
数
料
を

無
料
と
し
た
。
ご
利
用
い
た
だ

き
た
い
。

医
療
機
関
経
営
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

コ
ロ
ナ
禍
で
破
綻
起
こ
さ
な
い
た
め
に

第2波に立ち向かうために
　

4
月
30
日
か
ら
5
月
8
日
に

か
け
て
協
会
が
行
っ
た
会
員
医

療
機
関
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
か
か
る
緊
急
ア

ン
ケ
ー
ト
に
よ
っ
て
、
医
療
機

関
の
経
営
に
深
刻
な
影
響
が
出

て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
る
と
保
険

診
療
収
入
は
回
答
者
4
8
6
人

（
回
答
率
30
％
）
の
91
％
が
減

少
。
減
少
幅
は
「
〜
30
％
」
が

63
％
、「
〜
50
％
」
が
21
％
、

「
〜
70
％
」
が
4
％
、「
70
％
以

上
」
が
3
％
で
、
50
％
未
満
の

減
少
幅
が
84
％
に
も
及
ぶ
結
果

だ
っ
た
。
さ
ら
に
は
、
該
当
者

は
少
な
い
も
の
の
70
％
未
満
、

あ
る
い
は
70
％
以
上
の
減
収
幅

と
い
う
回
答
も
あ
り
、「
閉
院

を
検
討
し
て
い
る
」
と
い
う
記

述
も
見
ら
れ
た
（
本
紙
3
0
7

5
号
既
報
）。

　
こ
の
調
査
結
果
は
、
5
月
8

日
時
点
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の

後
も
患
者
の
受
診
手
控
え
傾
向

は
続
い
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
の

状
態
が
続
け
ば
、
今
後
、
多
く

の
医
療
機
関
が
事
業
を
こ
れ
ま

で
通
り
継
続
し
て
い
く
こ
と
が

困
難
に
な
る
危
険
性
が
あ
る
。

今
後
起
こ
る
と
予
測
さ
れ
る
感

染
拡
大
第
2
波
に
向
け
て
、
各

医
療
機
関
が
新
た
な
診
療
体
制

を
作
っ
て
い
く
上
で
の
大
き
な

障
害
に
な
り
か
ね
な
い
。

　
現
在
国
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
拡
大
の
影
響
を
受
け
た
事
業

者
に
対
し
、
損
失
補
填
で
は
な

く
営
業
持
続
に
向
け
た
定
額
補

助
金
を
支
給
し
て
い
る
。
し
か

し
、
支
給
対
象
と
な
る
条
件
の

高
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
あ

ら
ゆ
る
制
度
を
最
大
限
活
用
し

た
と
し
て
も
、
と
て
も
そ
れ
で

は
間
に
合
わ
な
い
と
い
う
声
が

多
く
上
が
っ
て
い
る
。
そ
れ

は
、
医
療
機
関
も
例
外
で
は
な

い
。

　
協
会
は
す
で
に
、
国
や
府
、

京
都
市
に
5
月
28
日
付
で
医
療

機
関
へ
の
経
営
支
援
等
を
要
請

し
た
。
し
か
し
こ
う
し
た
実
情

を
受
け
、
よ
り
具
体
的
な
財
政

支
援
策
が
必
要
と
考
え
、
他
の

多
く
の
事
業
者
の
実
情
に
見

合
っ
た
損
失
補
填
制
度
の
新
設

と
と
も
に
、
全
医
療
機
関
に
損

失
補
填
の
公
的
財
政
支
援
を
求

め
、
要
請
を
行
っ
た
。

　
こ
の
要
請
は
、
7
月
15
日
付

で
首
相
、
財
務
相
、
厚
生
労
働

相
、
内
閣
特
命
担
当
相
や
関
係

各
所
に
届
け
た
。

施
設
基
準
の
特
例
拡
大
求
め
緊
急
要
請

影
響
調
査
で「
満
た
せ
ず
」
26
％
に

　
協
会
は
6
月
10
日
か
ら
30
日

の
期
間
、
府
内
病
院
を
対
象
に

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
に
よ
る
施
設
基
準
管
理

へ
の
影
響
調
査
」
を
実
施
。
そ

の
結
果
に
基
づ
き
7
月
8
日
、

加
藤
勝
信
厚
労
大
臣
ら
に
対
し

「
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
施

設
基
準
の
特
例
拡
大
に
係
る
緊

急
要
請
」
を
提
出
し
た
。

　
当
該
調
査
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ

る
施
設
基
準
管
理
へ
の
影
響
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
府
内
1
6
0
病
院
を
対
象

に
実
施
。
84
病
院
か
ら
回
答
を

得
、
回
収
率
が
53
％
と
な
る
な

ど
高
い
関
心
が
示
さ
れ
た
。

　
結
果
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る
影
響
に

よ
り
、
約
4
分
の
1
の
病
院

で
、
満
た
さ
な
く
な
っ
た
（
満

た
さ
な
く
な
る
と
危
惧
す
る
）

施
設
基
準
が
発
生
し
て
お
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

患
者
の
入
院
受
け
入
れ
を
行
っ

て
い
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら

ず
、
施
設
基
準
管
理
に
影
響
が

及
ん
で
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。 

　
満
た
さ
な
く
な
っ
た
（
満
た

さ
な
く
な
る
と
危
惧
す
る
）
施

設
基
準
は
、「
人
員
配
置
基
準
」

「
該
当
患
者
数
や
実
施
件
数
等
」

「
平
均
在
院
日
数
」「
重
症
度
、

医
療
・
看
護
必
要
度
」
に
関
す

る
も
の
が
多
く
、
新
規
入
退
院

の
動
き
の
停
滞
・
制
限
や
人
員

確
保
困
難
等
が
原
因
で
発
生
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
（
詳
細

は
2
面
参
照
）。

　
そ
こ
で
協
会
は
新
型
コ
ロ
ナ

禍
の
状
況
に
あ
っ
て
は
、
入
退

院
等
患
者
の
動
き
を
含
む
診
療

の
状
況
が
平
常
時
と
は
明
ら
か

に
異
な
る
こ
と
か
ら
、
通
常
の

施
設
基
準
の
運
用
に
は
限
界
が

あ
り
、
厳
密
に
適
用
す
べ
き
で

な
い
と
し
て
、「
新
型
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
施
設
基
準
の
特
例

拡
大
に
係
る
緊
急
要
請
」
を
提

出
。
▽
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
入
院
患
者
の
受
け
入
れ

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
が
少
し
で
も
考
え
ら
れ
る
施

設
基
準
に
つ
い
て
は
、
当
該
施

設
基
準
を
満
た
し
て
い
る
と
み

な
す
こ
と
▽
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の

状
況
下
に
お
い
て
は
、
あ
ら
ゆ

る
こ
と
が
平
常
時
と
異
な
る
こ

と
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
以
前

に
届
出
し
た
施
設
基
準
に
つ
い

て
は
、
当
面
の
間
満
た
し
て
い

る
と
み
な
す
こ
と
▽
施
設
基
準

を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
を

確
認
す
る
た
め
に
実
施
さ
れ
る

（
今
年
度
は
原
則
中
止
と
さ
れ

た
）
適
時
調
査
に
つ
い
て
、
新

型
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
下
で
は
、

再
開
し
な
い
こ
と
▽
適
時
調
査

が
再
開
さ
れ
た
場
合
、
新
型
コ

ロ
ナ
禍
の
状
況
下
に
あ
っ
た
期

間
に
つ
い
て
は
、
自
主
返
還
を

求
め
る
対
象
と
し
な
い
こ
と
―

の
4
項
目
を
要
請
し
た
。

　
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

病
院
の
方
々
に
は
こ
の
場
を
借

り
て
お
礼
申
し
上
げ
る
。

新型コロナ禍

　
「
私
の
す
す
め
る
…
」
で
は
、
本
・
映
画
・
音
楽
等
、

新
旧
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
、
心
に
残
っ
た
作
品
紹
介
の

投
稿
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
８
０
０
字
以
内
。
掲
載
後
、 

図
書
カ
ー
ド（
３
０
０
０
円
）を
贈
呈
し
ま
す
。

本
紙
通
常
号
で
も
投
稿
を
募
集
中

要　請　内　容

１． 20年５・６・７月請求分（４・５・６月診療分）
について、保険医療機関からの申請に基づき、昨
年同月実績との報酬差額を公費にて助成いただき
たい
※ 保険医療機関は、申請にあたって本年４月、５

月、６月提出の診療報酬請求明細書の写しと、
昨年の同月分の支払い確定額（患者負担分は除
かれる）が確認できる書類の写し、その双方を
添付し、各都道府県に対し提出するものとす
る。その後、各都道府県において受理された申
請分については、国保連合会、または社会保険
診療報酬支払基金を通じて申請のあった保険医
療機関の診療報酬振込指定口座あてに振り込む
ものとする

２． 昨年分の実績のない、開業から日の浅い医療機関
については、開業後の実績額と比較して一定割合
の減収がみられる場合、持続化給付金に準ずる制
度を厚労省において創設いただき、特例給付いた
だくなど、別途対策をご検討いただきたい

３． 今般の事態によりその財政が悪化している、ある
いは悪化の見通しである保険者に対し、保険者財
政の悪化による支払い遅延などが生じないよう緊
急助成を行っていただきたい

全医療機関への公的支援求め要請
2 0 2 0 年 （令和 2 年） 7 月 2 5 日 第 3 0 7 8 号京 都 保 険 医 新 聞（ 1 ） 毎月10日・25日発行

施
設
基
準
へ
の
コ
ロ
ナ
影
響
調
査�

（
2
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主な内容

◆自動車保険・火災保険

◆針刺し事故等
補償プラン

◆休業補償制度
（所得補償、傷害疾病保険）

◆医師賠償責任保険
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目 的
　新型コロナウイルス感染症の拡大による施設基準管理へ
の影響を明らかにすること。

調査方法
方法：調査票を郵送し、郵送又はファクシミリで回収
対象：京都府内の病院（160病院）
回答：84病院（回収率：53％）
期間：2020年６月10日～30日

まとめ
　京都府内の半数以上の84病院から回答が寄せられ調査に
対する関心が非常に高かった。
　新型コロナウイルス感染拡大による影響により、約４分
の１の病院で、満たさなくなった（満たさなくなると危惧
する）施設基準が発生した。これは新型コロナウイルス感
染症患者の入院受入を行っているか否かにかかわらず発生
していることが分かった。
　満たさなくなった（満たさなくなると危惧する）施設基
準は、「人員配置基準」「該当患者数や実施件数等」「平均
在院日数」「重症度、医療・看護必要度」に関するものが
多く、新規入退院の動きの停滞・制限や人員確保困難等が
原因で発生している。
　新型コロナ禍の状況にあっては、入退院等患者の動きを
含む診療の状況が平常時とは明らかに異なることから、通
常の施設基準の運用には限界があり、厳密に適用すべきで
ない。新型コロナウイルス感染症患者の受入を行っている
か否かにかかわらず、新型コロナウイルス感染症に係る診
療報酬上の臨時的な取扱いとしての施設基準の特例を拡大
するなど、少しでも影響があると考えられる場合は、施設
基準を満たしているとみなされるべきである。
　またこのような状況から、新型コロナ禍の状況下におい
ては、施設基準の運用確認を目的に実施される適時調査等
の実施は差し控えられるべきである。

調査結果
〈回答病院の概要〉
1．回答病院の病床種別（複数回答）
　回答を寄せた病院は、一般病床を保有する病院が最も多
く69病院、82％。次いで療養病床の保有が多かった（32病
院、38％）。結核病床の保有は６病院（７％）、感染病床の

保有は５病院（６％）であった。なおその他は、すべて介
護医療院であった（図1）。
2．回答病院の許可病床数
　回答を寄せた病院が保有する病床数は、100～199床の中
規模病院が最も多く31病院（37％）で、次いで99床以下の
小規模病院が多かった（23病院、27％）（図2）。
3．新型コロナウイルス感染症の入院受入
　新型コロナウイルス感染症患者の入院受入状況は、受け
入れている（受け入れたことがあった）病院は16病院、19
％であった。一方受け入れていない（受け入れたことがな
かった）病院が65病院、77％であった。その他は、感染疑
い患者を受け入れた（検査結果は陰性）病院であった（３
病院、４％）（図3）。
4．帰国者・接触者外来や発熱外来の設置
　帰国者・接触者外来や発熱外来の設置については、設置
している（設置していたことがあった）病院は29病院、35％
であった。一方設置していない（設置したことがなかった）
病院が53病院、63％であった。
　その他は、２病院（２％）で「通常外来であるが、疑い
患者は隔離部屋で対応している」「外来でトリアージを行
い、発熱等の患者に対し、隔離の上で診察を行っている」
との回答であった（図4）。
〈施設基準管理について〉
5 ．新型コロナウイルス感染症拡大により満たさなくなっ
た（満たさなくなると危惧する）施設基準
　新型コロナウイルス感染症拡大により満たさなくなった
（満たさなくなると危惧する）施設基準があると回答した
病院は22病院（26％）、ないと回答した病院は57病院（68
％）であった。わからないと回答した病院も５病院（６
％）あった（図5）。
　新型コロナウイルス感染症患者の入院を受け入れた病院
（16病院）に限ると、満たさなくなった（満たさなくなる
と危惧する）施設基準があると回答した病院は７病院（44
％）。受入はない（疑い患者のみを含む）と回答した病院
（68病院）に限ると、満たさなくなった（満たさなくなる
と危惧する）施設基準があると回答した病院は、15病院
（22％）であった（図6・7）。
　新型コロナウイルス感染症患者の入院を受け入れた病院
の方が、満たさなくなった（満たさなくなると危惧する）
施設基準があると回答した割合が高いものの、受け入れて
いない病院であっても２割強で影響が出ていた。
6 ．満たさなくなった（満たさなくなると危惧する）施設
基準の具体的な内容（複数回答）
　満たさなくなった（満たさなくなると危惧する）施設基
準の具体的な内容は、「人員配置基準」に関するものが最
も多く10病院（46％）、次いで「該当患者数や実施件数
等」に関するもので９病院（41％）。「平均在院日数」に関
するものが７病院（32％）と続いた。
　中でも「平均在院日数」に関しては、７病院すべてが新
型コロナウイルス患者受入病院以外の病院であった。
　その他は、療養病棟入院基本料の在宅復帰機能強化加
算、地域包括ケア入院医療管理料等いずれも入院料に関し
てであったが、より具体的な施設基準要件の回答がなく、
その他に分類した（図8）。
〈具体的な施設基準の内容〉
・地域一般入院料の平均在院日数
・急性期一般入院料の平均在院日数
・入院料の必要看護補助者数
・入院料の必要看護配置数
・ 病棟薬剤業務実施加算の専任薬剤師の病棟業務時間週20
時間以上の要件
・ 認知症ケア加算３の届出病棟における２名以上の院外研
修修了看護師配置

・ 急性期看護補助体制加算25対１の５割以上がみなし看護
補助者以外

・看護職員夜間12対１配置加算の夜勤看護職員配置数
・救急搬送看護体制加算１の専任の看護師複数名配置
・入院料の看護職員夜勤時間
・急性期一般入院料の重症度、医療・看護必要度
・看護補助加算１の重症度、医療・看護必要度
・障害者施設等入院基本料の難病患者等比率
・特殊疾患入院施設管理加算の難病患者等比率
・地域包括ケア病棟入院料の自宅等からの入院患者割合
・入退院支援加算１の連携医療機関との年３回以上の面会
・地域医療体制確保加算の救急搬送件数
・新生児集中治療室管理料の手術件数
・ 精神科救急入院料１の精神疾患に係る時間外、休日また
は深夜における診療件数の実績
・精神科急性期治療病棟入院料の新規患者数

・ダビンチ等の手術関連の年間実績
・地域包括ケア病棟入院料の緊急入院患者受入人数
・地域包括ケア病床の往診件数
・ 療養病棟入院基本料の在宅復帰機能強化加算（在宅復帰
率または該当入院患者割合）

7 ．施設基準が満たさなくなった（満たさなくなると危惧
する）原因（複数回答）
　施設基準が満たさくなった（満たさくなると危惧する）
原因は、「入院患者数の減少」が最も多く12病院（55％）
であった。次いで「外来患者数の減少」「高齢者施設等、
退院先の新規受け入れの停滞」「その他」でそれぞれ８病
院（36％）となった。
　新規の入院患者数が減少するとともに、後方施設等への
退院調整が滞ることで、平均在院日数の延長や、重症度、
医療・看護必要度の該当患者減少につながったと考えられ
る。また「外来患者数の減少」も新規入院患者の減少に影
響したと考えられた。
　また「スタッフの確保困難」を６病院（27％）が原因と
して挙げ、自由意見では「日常業務の増加で退職者が増
加。人員減少により業務負荷増大でさらに退職者あり」と
いった声も寄せられた。
　なお「その他」には、入退院の制限や紹介患者の減少が
原因として挙げられていた（図9）。
〈その他の具体的内容〉
・ リスク軽減のため新規入院の病棟を急性期病棟に集約し
ているため。
・ 新規受入患者について、新型コロナウイルスの感染疑い
がある患者の受入を行わなかったため。
・近医診療所からの紹介が減ったため。
・ 疑い患者の発生でも、入退院の一時停止など、通常の状
況とは異なる状況となるため。

・コロナ病棟への入室制限のため。
・ Ｗワークしているパートの補助者が、アルバイト先でコ
ロナが発生し、濃厚接触者となり、自宅待機を余儀なく
されたため。
・緊急手術以外の手術が延期となったため。
・救急車搬送件数の減少。
8．自由意見・要望等
　寄せられた自由意見・要望等は以下の通りであった（抜
粋）。
〈診療報酬・施設基準関連〉
・ 各種施設基準の研修要件のオンライン化を認めていただ
きたい。特に院内研修の実施の際にたくさんの人を集め
られないため。
・ 新型コロナウイルス感染患者に対応する看護師配置の結
果生じた、各種施設基準の看護配置を満たせなくなった
ことに対する柔軟な取扱いを要望したい。
・ 新型コロナウイルス感染患者受入に対する診療報酬の充
実や検査に対する柔軟な算定を要望したい。

・ 新型コロナウイルス感染患者（疑い含む）への公費適用
日数や公費対象の拡大を要望したい。

・ 当院も一時的な減少から継続的な減少になっているの
が、外来患者数。特に時間外を含む救急患者数である。
まだどの部分が継続的に減少しているかがわからない。

〈従事者確保〉
・ コロナウイルス感染症により、日常業務の増加で退職者
が増加。人員減少により業務負荷増大でさらに退職者あ
り、と負のスパイラルがあり。
・ 医療従事者としての感染対策は今まで以上に意識してい
く。また感染の早期収束を目指し、職員の安心・安全を
確保していきたい。

新型コロナウイルス感染症拡大による施設基準管理への影響調査（結果）
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ん
と
今
回

の
が
ん
が
関
係
な
い
と
考
え
ら

れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
腫
瘍

マ
ー
カ
ー
の
検
査
で
は
な
く
、

Ｂ
0
0
1
の
3
悪
性
腫
瘍
特
異

（
20
歳
代
前
半
男
性
）

〈
事
故
の
概
要
と
経
過
〉

　
患
者
が
自
ら
壁
を
殴
り
右
手

痛
が
生
じ
た
た
め
、
そ
の
2
日

後
に
本
件
医
療
機
関
に
受
診
。

右
第
5
中
手
骨
遠
位
部
の
骨
折

（
転
位
軽
微
）
を
認
め
、
第

4
・
5
指
を
テ
ー
プ
で
の
み
固

定
す
る
バ
ン
デ
ー
ジ
固
定
を
行

い
、
安
静
に
し
て
お
く
よ
う
療

養
指
導
し
た
。
医
師
の
記
憶
に

は
な
か
っ
た
が
、
看
護
師
に
よ

る
と
、
1
週
間
か
ら
10
日
後
に

再
受
診
す
る
よ
う
に
も
指
導
し

た
と
の
こ
と
。
患
者
は
17
日
経

過
し
て
か
ら
右
手
が
腫
脹
し
た

と
再
受
診
。
約
40
度
の
屈
曲
変

形
が
認
め
ら
れ
た
の
で
、
Ａ
医

も
「
安
静
に
」
と
の
療
養
指
導

を
守
ら
ず
、
パ
チ
ン
コ
や
マ
ー

ジ
ャ
ン
を
し
て
い
た
。
そ
の
こ

と
も
転
位
の
原
因
の
一
つ
と
考

え
ら
れ
る
と
の
見
解
だ
っ
た
。

〈
問
題
点
〉

　
骨
折
治
療
で
は
、
整
復
・
固

定
・
後
療
法
（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
）
を
行
う
が
、
当
初
よ

り
手
術
療
法
が
必
要
な
も
の
を

除
き
、
ま
ず
保
存
的
治
療
か
ら

開
始
す
る
。
整
復
不
足
や
固
定

経
過
時
の
変
形
の
増
大
、
骨
癒

合
の
遷
延
な
ど
が
生
じ
た
も
の

で
は
、
手
術
な
ど
が
追
加
さ
れ

る
。 

　
本
件
で
は
、
転
位
が
軽
微
で

あ
り
、
そ
の
後
の
変
形
増
大
が

問
題
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
医

療
過
誤
の
有
無
が
争
点
と
な
る

の
は
固
定
法
に
つ
い
て
と
な

る
。
副
子
を
装
着
す
る
固
定
法

で
な
く
、
テ
ー
プ
固
定
を
し
て

安
静
に
す
る
だ
け
の
療
養
指
導

で
は
不
十
分
で
は
な
い
か
と
患

者
側
に
主
張
さ
れ
る
可
能
性
も

あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
患
者
が
再

受
診
し
た
時
の
Ｘ-

Ｐ
検
査
像

で
は
、
骨
方
の
転
位
は
固
定
不

足
の
た
め
に
徐
々
に
屈
曲
変
形

し
た
も
の
と
言
う
よ
り
、
再
度

外
力
が
加
わ
り
大
き
く
変
形
し

た
よ
う
に
見
え
、
そ
の
際
に
腫

脹
と
痛
み
が
認
め
ら
れ
た
こ
と

は
、
患
者
が
再
度
手
を
ぶ
つ
け

た
等
の
推
測
も
で
き
、
そ
の
事

実
を
隠
し
て
全
て
医
師
の
責
任

に
転
嫁
し
て
い
る
よ
う
な
疑
い

も
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
転
位
や
変
形
の
増
大

療
機
関
に
手
術
を
目
的
に
紹
介

を
し
た
。

　
患
者
側
は
、
両
親
が
中
心
と

な
っ
て
、
外
固
定
を
も
っ
と

し
っ
か
り
し
て
い
れ
ば
、
転
位

は
な
か
っ
た
は
ず
と
し
て
医
療

費
等
を
請
求
し
て
き
た
。

　
医
療
機
関
側
は
、
よ
り
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
な
固
定
法
と
し
て
、

副
子
を
つ
け
る
よ
う
な
こ
と
も

考
え
ら
れ
よ
う
が
、
骨
折
の
程

度
が
軽
い
と
判
断
し
て
副
子
は

つ
け
な
か
っ
た
。
ま
た
、
患
者

骨
折
で
の
固
定
法
が

 

争
点
と
な
っ
た
ケ
ー
ス

医
師
が
選
ん
だ

医
事
紛
争
事
例
122

が
あ
っ
て
も
、
骨
癒
合
し
た
あ

と
の
四
肢
関
節
の
機
能
が
十
分

で
あ
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
そ

の
ま
ま
経
過
を
み
る
の
が
良
い

の
か
、
手
術
を
追
加
し
て
で
き

る
だ
け
解
剖
学
的
な
肢
位
に
戻

す
ほ
う
が
良
い
の
か
、
患
者
に

よ
く
説
明
し
、
本
人
の
思
い
や

自
己
決
定
を
確
認
し
て
お
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

　
紛
争
発
生
か
ら
解
決
ま
で
約

3
年
1
カ
月
間
を
経
過
し
た
。

〈
結
果
〉

　
医
療
機
関
側
は
過
誤
を
認
め

ず
患
者
側
に
そ
の
旨
を
伝
え
た

と
こ
ろ
、
患
者
側
の
ク
レ
ー
ム

が
途
絶
え
て
久
し
く
な
っ
た
の

で
立
ち
消
え
解
決
と
み
な
さ
れ

た
。

と
治
療
計
画
の
要
点
を
カ
ル
テ

に
記
載
し
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
レ
セ
プ
ト
の
摘
要
欄
に

も
、
実
施
し
た
腫
瘍
マ
ー
カ
ー

の
検
査
名
を
記
載
し
て
下
さ
い
。

　
な
お
、
特
定
疾
患
療
養
管
理

料
や
、
在
宅
時
医
学
総
合
管
理

料
を
算
定
し
て
い
る
患
者
で

あ
っ
て
も
、
悪
性
腫
瘍
特
異
物

質
治
療
管
理
料
は
併
算
定
可
能

で
す
。

物
質
治
療
管
理
料
で
算
定
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
悪
性
腫
瘍
特
異
物
質
治
療
管

理
料
で
算
定
す
る
場
合
は
、
腫

瘍
マ
ー
カ
ー
の
検
査
に
係
る
採

血
料
や
生
化
学
的
検
査
（
Ⅱ
）

判
断
料
は
算
定
で
き
ま
せ
ん

（
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
以
外
の
生
化

学
的
検
査
（
Ⅱ
）
の
検
査
（
腫

瘍
マ
ー
カ
ー
の
例
外
規
定
を
含

む
）
が
あ
る
場
合
は
判
断
料
が

算
定
で
き
ま
す
）。
ま
た
、
悪

性
腫
瘍
に
関
す
る
計
画
的
な
治

療
管
理
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て

お
り
、
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
の
数
値

核
兵
器
に
お
金
を
貸
す
な

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
取
組
み

し
た
核
兵
器
廃
絶
国
際
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
（
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
）
に
よ
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
で
、
オ

ラ
ン
ダ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
Ｐ
Ａ
Ｘ
」

が
中
心
と
な
り
、
核
兵
器
製
造

企
業
に
対
す
る
世
界
の
金
融
機

関
に
よ
る
投
資
に
つ
い
て
調
査

し
発
表
す
る
取
り
組
み
で
す
。

　
反
核
医
師
の
会
は
、
こ
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
賛
同
し
、
19

年
秋
に
京
都
で
開
い
た
「
反
核

医
師
の
つ
ど
い
」
に
お
い
て
、

Ｐ
Ａ
Ｘ
の
核
軍
縮
プ
ロ
グ
ラ
ム

マ
ネ
ジ
ャ
ー
で
あ
る
ス
ー

ジ
ー
・
ス
ナ
イ
ダ
ー
氏
を
招

き
、
市
民
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
そ
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま

し
た
。
ま
た
、
そ
れ
に
合
わ
せ

日
本
の
主
要
銀
行
20
行
に
対
し

て
、
核
兵
器
製
造
企
業
へ
投
融

資
し
て
い
る
か
と
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
メ
ガ
バ
ン
ク
を

含
む
3
行
か
ら
回
答
を
得
ま
し

た
。

　
こ
の
取
り
組
み
を
広
げ
て
い

く
た
め
に
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
は
、
個
人
・
団
体
問

わ
ず
あ
ら
ゆ
る
人
が
参
加
で
き

　
「
核
兵
器
に
お
金
を
貸
す
な

（D
on't B

ank on the 

B
om
b

）」
と
は
、
2
0
1
7

年
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞

る
も
の
で
す
。
地
球
上
か
ら
核

を
な
く
す
世
界
的
な
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん
も

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

http://www.hhk.jp/dbob/

無料相談協会の

法 律

税 務 建 築

金 融 雇 用 管 理

廃棄物処理

◇  会員の希望される専門家をご紹介します
◇ 随時、必要な時に相談できます
  ご都合の良い日を各種専門家と日程調整します

◇ 相談は無料（ただし、１事案１回限り）
 ※ １事案につき１回の無料相談を超えてのご相

談は、個別相談に移行し有料になります

詳細は
協会まで

保 険 医 年 金

新規・増口のご加入、
ありがとうございました

前半期普及終了

定価 3,000円
京都協会会員 1,000円
他府県協会会員 2,000円
 ※いずれも税込、送料別

医事紛争事例集
医師が選んだ60事例― 明日は我が身

　京都府保険医協会の医療安全対策60周年を迎え、
『医事紛争事例集―医師が選んだ60事例』を、発刊し
ました。５年前に発刊し
た『医事紛争事例集―医
師が選んだ55事例』の
全面改訂版で掲載事例を
一新しています。ぜひご
活用下さい。
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2
0
0
0
年
に
介
護
保
険
が

ス
タ
ー
ト
し
て
、〝
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
〞
が
普
及
し
た
。

介
護
保
険
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
前
置
主
義
が
言
わ
れ
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
前
に
し
っ
か
り
リ
ハ
ビ
リ
を

し
て
介
護
の
手
間
を
少
し
で
も

軽
減
す
る
、
あ
く
ま
で
自
立
を

目
指
し
て
回
復
を
図
る
こ
と
が

大
切
と
さ
れ
た
。

　
介
護
保
険
開
始
前
頃
か
ら
、

長
く
通
院
さ
れ
て
い
た
高
齢
患

者
さ
ん
た
ち
か
ら
「
介
護
保
険

が
始
ま
っ
た
ら
、
も
う
先
生
と

こ
に
は
来
れ
へ
ん
の
や
ろ
か
」

と
い
う
心
配
の
声
が
上
が
っ
た
。

　
私
た
ち
は
1
9
8
4
年
に
開

業
し
た
の
だ
が
、
今
か
ら
振
り

返
れ
ば
こ
の
年
は
、「
医
療
費

亡
国
論
」
を
唱
え
た
と
言
わ
れ

る
吉
村
仁
氏
が
、
厚
生
省
保
険

局
長
と
し
て
医
療
保
険
の
大
改

革
（
健
保
改
正
）
を
行
っ
た
年

だ
っ
た
。
今
に
続
く
医
療
費
抑

制
策
が
具
現
化
し
た
年
な
の

だ
。
73
年
の
田
中
内
閣
に
よ
る

「
老
人
医
療
費
・
無
料
化
」「
年

金
給
付
費
増
大
」
な
ど
が
実
現

し
、
革
新
首
長
が
あ
ち
こ
ち
に

誕
生
し
て
い
た
明
る
い
時
代
に

学
生
生
活
を
送
っ
た
。
80
年
に

夫
が
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
に
職
を

得
て
、
ア
メ
リ
カ
・
セ
ン
ト
ル

イ
ス
に
住
ん
だ
時
に
も
車
な
ど

の
大
き
な
買
い
物
の
生
活
場
面

で
、
日
本
人
は
世
界
第
2
位
の

経
済
大
国
の
人
と
い
う
敬
意
を

払
わ
れ
た
と
思
う
。

　
医
療
政
策
が
マ
イ
ナ
ス
に
舵

を
切
っ
た
と
は
言
え
、
医
療
の

現
場
は
ま
だ
ま
だ
、
い
け
い
け

ど
ん
ど
ん
の
楽
し
い
成
長
の
勢

い
が
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
介
護
保
険
は
重
大

問
題
で
あ
っ
た
。
事
の
大
切
さ

は
分
か
る
の
で
反
対
は
で
き
な

い
が
、
医
師
の
誰
も
が
違
和
感

を
抱
い
て
い
た
。
西
陣
医
師
会

で
も
激
し
い
議
論
が
繰
り
返
さ

れ
た
。
年
寄
り
が
医
療
機
関
の

待
合
室
を
サ
ロ
ン
化
し
て
い
る

と
喧
伝
さ
れ
、
医
療
費
の
無
駄

遣
い
― 

亡
国
論
に
繋
が
っ
た
。

介
護
保
険
の
導
入
に
際
し
て
、

西
陣
医
師
会
担
当
副
会
長
と
し

て
新
法
の
定
着
に
向
け
て
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
た
中

で
、「
う
ち
が
事
業
所
を
立
ち

上
げ
よ
う
」
と
決
意
し
、
医
療

保
険
の
老
人
デ
イ
ケ
ア
を
オ
ー

プ
ン
し
た
。
毎
日
の
よ
う
に
受

診
さ
れ
て
い
た
方
数
人
で
の
ス

タ
ー
ト
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

4
月
に
介
護
保
険
制
度
が
実
施

さ
れ
る
と
、
医
療
保
険
の
「
老

人
デ
イ
ケ
ア
」
は
介
護
保
険
の

「
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」

に
移
行
し
た
。
私
は
所
長
と
し

て
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
学

を
学
ば
ね
ば
な
ら
な
い
。
母

校
・
川
崎
医
科
大
学
の
リ
ハ
科

教
授
の
椿
原
先
生
に
頼
み
込

み
、
時
間
を
工
面
し
て
は
倉
敷

に
通
う
生
活
が
始
ま
っ
た
。
教

授
の
横
で
診
療
を
見
学
し
、
回

診
に
同
行
し
、
い
ろ
い
ろ
な
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
出
席
し
、
少

し
で
も
時
間
が
あ
れ
ば
図
書
館

に
入
り
浸
り
、
文
献
あ
さ
り
、

コ
ピ
ー
も
取
り
放
題
と
、
な
ん

と
有
り
難
い
配
慮
で
あ
っ
た
こ

と
か
。
楽
し
か
っ
た
。
私
は
結

婚
し
て
す
ぐ
に
長
男
を
授
か
っ

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
介
護
保
険

　
編
集
注
記　
本
紙
3
0
7
5

号
掲
載
の
診
察
室
よ
も
や
ま
話

第
17
回
「
新
型
コ
ロ
ナ
」
の
6

段
目
、
左
か
ら
8
行
目
の
「
先

生
が
濃
厚
接
触
者
と
な
っ
た
た

め
休
診
さ
れ
た
診
療
所
が
あ

る
」
と
い
う
記
載
に
つ
い
て
、

事
実
関
係
を
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
受
診
し
た
患
者
さ
ん
が
翌

日
陽
性
と
判
明
し
た
た
め
、
当

該
医
療
機
関
が
念
の
た
め
自
ら

休
診
さ
れ
た
事
例
で
あ
り
、
誤

解
を
招
く
表
記
で
し
た
。

飯田 泰啓（相楽）

　
病
床
規
制
を
盛
り
込
ん
だ
医

療
法
改
正
が
1
9
8
5
年
に
行

わ
れ
、
都
道
府
県
医
療
計
画
に

よ
る
規
制
が
1
9
8
9
年
度
か

保健所と新型コロナ対策

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
の
結

果
、
1
9
9
0
年
に
は
全
国
で

1
5
3
万
あ
っ
た
一
般
病
床
は

2
0
1
5
年
に
は
1
3
3
万
床

に
減
っ
て
い
る
。
ま
た
1
9
9

4
年
に
保
健
所
法
が
地
域
保
健

法
に
改
め
ら
れ
、
保
健
所
の
統

廃
合
が
進
ん
だ
。
1
9
9
2
年

に
8
5
2
カ
所
あ
っ
た
保
健
所

は
、
2
0
2
0
年
に
は
4
6
9

カ
所
と
激
減
し
た
。
京
都
市
な

ど
の
政
令
指
定
都
市
で
は
各
区

1
カ
所
ず
つ
あ
っ
た
保
健
所
が

市
全
体
で
1
カ
所
に
な
っ
て
い

る
。

　
や
せ
細
っ
た
医
療
福
祉
の
現

場
に
襲
い
掛
か
っ
た
の
が
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
で
あ
っ

た
。
4
月
中
旬
に
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
に
感
染
し
て
入
院
や
療
養

が
必
要
な
患
者
数
が
急
増
し
対

応
で
き
る
病
床
が
不
足
し
た
。

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
る
こ
と
も

で
き
ず
、
受
け
入
れ
先
も
見
つ

か
ら
ず
自
宅
で
亡
く
な
る
患
者

の
こ
と
が
マ
ス
コ
ミ
で
話
題
と

な
っ
た
。

　
6
月
下
旬
に
保
健
所
長
と
話

を
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。

　
「
今
度
の
新
型
コ
ロ
ナ
の
こ

と
で
は
、
職
員
が
総
出
で
大
変

で
す
」

　
「
保
健
所
の
職
員
は
減
ら
さ

れ
て
い
ま
す
も
の
ね
」

　
「
当
初
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
基

準
が
、
発
熱
と
呼
吸
器
症
状
が

あ
っ
て
湖
北
省
へ
の
渡
航
歴
が

あ
る
方
に
限
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
当
時
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
お

断
り
し
て
し
ま
い
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
ま
し
た
」

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
疑
い
例
の
定

義
も
当
初
と
は
変
更
に
な
り
、

現
場
が
振
り
回
さ
れ
て
い
る
の

で
す
ね
。
特
に
保
健
所
は
行
政

機
関
な
の
で
、
現
場
で
で
き
る

判
断
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
か

ら
」

　
「
そ
う
な
の
で
す
。
最
近
は

検
査
に
少
し
余
裕
が
出
て
き
ま

し
た
。
疑
い
の
方
が
あ
れ
ば
受

診
調
整
を
し
ま
す
の
で
遠
慮
な

く
言
っ
て
下
さ
い
」

　
「
は
い
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
」

　
「
近
く
、
唾
液
検
体
に
よ
る

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
認
め
ら
れ
、
協

力
医
療
機
関
で
は
検
査
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
一
時
期

は
保
健
所
の
職
員
の
疲
弊
は
頂

点
に
達
し
て
い
ま
し
た
」

　
私
も
事
業
所
産
業
医
を
し
て

い
て
、
労
働
者
の
長
時
間
勤
務

や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
で
の
面
接

を
し
て
い
る
。
労
働
者
の
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
相
談
の
大
変
さ
を

知
っ
て
い
る
つ
も
り
で
あ
る
。

所
長
も
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
だ
け

で
な
く
、
職
員
の
メ
ン
タ
ル
対

策
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
疲
れ

て
お
ら
れ
る
の
だ
と
感
じ
た
。

　
「
先
生
が
、
保
険
医
新
聞
に

書
か
れ
た
エ
ッ
セ
イ
で
す
が
、

マ
ス
ク
な
ど
の
標
準
的
予
防
策

を
さ
れ
て
い
た
ら
、
先
生
は
濃

厚
接
触
者
に
は
な
り
ま
せ
ん

よ
」

　
濃
厚
接
触
者
の
定
義
も
途
中

で
変
更
と
な
り
、
所
長
の
お
っ

し
ゃ
る
通
り
で
あ
る
。
し
か

し
、
定
義
に
当
て
は
ま
ら
な
け

れ
ば
、
目
の
前
の
コ
ロ
ナ
患
者

か
ら
、
絶
対
に
感
染
し
な
い
と

い
う
保
証
は
な
い
。

　
「
先
日
は
、
保
健
所
で
か
か

り
つ
け
医
へ
の
受
診
を
勧
め
ら

れ
た
と
言
っ
て
、
コ
ロ
ナ
疑
い

の
患
者
が
診
察
室
に
入
っ
て
来

ら
れ
た
の
に
は
び
っ
く
り
で
し

た
。
3
日
前
か
ら
前
日
ま
で

37
・
5
℃
以
上
の
発
熱
が
あ
っ

た
そ
う
な
の
で
す
」

　
「
保
健
所
で
振
り
分
け
て
い

る
の
で
す
が
、
か
か
り
つ
け
医

で
ま
ず
診
て
ほ
し
い
事
例
も
あ

る
の
で
す
」

　
「
そ
れ
は
結
構
な
の
で
す

が
、
患
者
さ
ん
に
は
先
ず
電
話

し
て
か
ら
、
か
か
り
つ
け
医
に

行
く
よ
う
に
伝
え
て
下
さ
い
。

診
察
時
間
や
場
所
の
工
夫
を
し

ま
す
か
ら
」

　
「
患
者
さ
ん
に
は
、
か
か
り
つ

け
医
に
は
電
話
し
て
か
ら
行
く

よ
う
に
伝
え
て
い
る
の
で
す
が
。

再
度
、
職
員
に
徹
底
し
ま
す
」

　
保
健
所
職
員
も
開
業
医
も
と

も
に
協
力
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
に

対
処
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
お
互
い
に
相
手
の
身
に

な
っ
て
考
え
る
こ
と
で
意
見
が

一
致
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
は
2

類
感
染
症
に
指
定
さ
れ
て
い

る
。
た
と
え
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
で
す

で
に
陰
性
と
分
か
っ
て
い
て
も

検
査
し
た
全
例
を
疑
似
例
と
し

て
保
健
所
に
届
け
る
必
要
が
あ

る
。
保
健
所
は
、
そ
の
事
務
処

理
に
も
時
間
を
費
や
し
て
い

る
。 

　
大
学
や
検
査
セ
ン
タ
ー
な
ど

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
で
き
る
施
設
は

た
く
さ
ん
あ
っ
た
は
ず
で
あ

る
。
最
初
か
ら
こ
れ
ら
の
施
設

を
動
員
で
き
な
か
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。

　
指
定
感
染
症
に
対
す
る
行
政

検
査
は
保
健
所
が
要
で
あ
る

が
、
少
し
で
も
行
政
検
査
実
施

数
を
増
や
す
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
の
か
と
考
え
て
し
ま

う
。
第
2
波
に
備
え
る
た
め
に

も
、
日
本
の
公
衆
衛
生
行
政
を

見
直
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

た
の
で
、
研
修
期
間
は
子
ど
も

を
抱
え
て
奮
闘
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
静
か
な
図
書
室

で
何
の
邪
魔
も
な
く
本
を
読
め

る
幸
せ
は
格
別
だ
っ
た
。
朝
6

時
頃
に
新
幹
線
に
乗
る
と
、
9

時
の
外
来
に
間
に
合
う
。
帰
り

も
夕
方
6
時
頃
に
岡
山
を
出
る

の
だ
が
、
こ
の
車
両
内
は
独
特

だ
っ
た
。
唐
揚
げ
、
コ
ロ
ッ

ケ
、
天
ぷ
ら
等
の
匂
い
と
缶

ビ
ー
ル
を
空
け
る
プ
シ
ュ
ー
と

い
う
音
。
全
車
両
お
っ
ち
ゃ
ん

ば
っ
か
り
だ
っ
た
。
単
身
赴
任

の
お
父
さ
ん
た
ち
が
我
が
家
に

帰
還
す
る
と
こ
ろ
な
の
だ
ろ
う
。

　
私
も
頑
張
り
、
日
本
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
学
会
認
定
臨

床
医
の
試
験
に
合
格
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

針刺し事故感染症見舞金
補償プラン

お問い合わせは京都府保険医協会（☎075-212-8877）まで。

● 院長についても給付対象者に!!
 ＊従業員の加入が前提です。

● 手術中の血液飛散による吸入事故も対象に!!
●  見舞金の給付を受けた後でも、再度の針刺し 
事故で別の感染症に感染または発病した場合も、給付対象に!!

●  保険料は確定方式!! 面倒な精算手続きはありません。
 ＊ 保険料は労災保険申請人数で算出いたします。 

所定の通知書にてご通知下さい。
案内パンフレットを本紙に同封しました。ぜひこの機会に加入をご検討ください。

補償制度費用保険
特約セット型約定
履行費用保険
三井住友海上取扱

身近なリスクの備えに

番外編診察室よもやま話

た
だ
い
ま
、リ
ハ
ビ
リ
奮
戦
中

垣田 さち子
（西陣）

11

８月のレセプト受取・締切
基
金
国
保

８日（土）９日（日）10日（月）

○ ― ◎（※）

○は受付窓口設置日、◎は締切日

受付時間：基金・国保・労災　９時～17時
業務時間：基金９時～17時30分  
　　　　　国保８時30分～17時15分
　　　　   労災８時30分～17時15分
（※）オンライン請求　５～７日 ８時～21時
　　　　　　　　　　 ８～10日 ８時～24時

労
災
締
切

電子レセプト
紙媒体オンライン

請求
電子記録
媒体

10日（月）11日（火）11日（火）

代
議
員
・
予
備
代
議
員
　
補
選
結
果

中
京
東
部

　
中
京
東
部
医
師
会
選
出
の

代
議
員
・
予
備
代
議
員
欠
員

に
伴
う
補
欠
選
挙
を
行
い
ま

し
た
と
こ
ろ
、
立
候
補
者
数

は
定
数
以
内
で
し
た
の
で
、

京
都
府
保
険
医
協
会
選
挙
規

定
第
2
章
第
31
条
に
よ
り
、

投
票
を
行
わ
ず
立
候
補
者
を

も
っ
て
当
選
人
と
決
定
し
ま

し
た
。
任
期
は
2
0
2
1

年
4
月
30
日
ま
で
。

 

（
敬
称
略
）

　
代
　
議
　
員 

高
岡　
隆

　
予
備
代
議
員 

俵　
良
裕

 

柿
原　
健
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